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構成刃先

1月16日(金)に甲府工業の５科合同での課題研究の生徒発表会が本校体育館で行われました。３年

生の課題研究の取り組んだ成果を午前中は在校生に、午後は企業の方など外部の方々に向けてポス

ターセッションをしました。午前中では、他学科の取り組みも目にすることがあまりないので、生

徒たちは興味を持ちながら聴いていました。３年生は、ロボットの実演や生徒の製作品などの展示

をしながら行い、課題研究の集大成を自信をもって発表していました。１，２年生は機械科や他学

科の取り組みを見て、多くの刺激や学びを得ることができたと思いますので、これからの学校生活

に活かしてほしいと思います。
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旋盤において、一定の条件で旋削しているにもかかわらず、仕
上げ面のようすが一定にならないことがある。この時の刃先に
は、異物が付着していることがある。この異物が硬く、切りくず
の一部がバイト先端に積もるようにでき、新たな刃先として働
く。これを構成刃先と呼ぶ。
切削油材を与えることや切削速度を大きくするすることで、構
成刃先が発生しなくなる。


